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研究成果の概要（和文）：ポピュラー音楽における中心―周辺モデルを超えたグローバルな生産・流通・消費の
メカニズムとその中の新たな集団的アイデンティティを、これまで世界ポピュラー音楽の周辺として位置付けら
れてきた東アジア地域から明した上で、これまでの批評空間において単純な「比較」の対象として語られてきた
日韓のポピュラー音楽空間を、重層的な水準における「相互作用」との側面から歴史的かつ実証的検討すること
で、国家間の次元を超えたグローバルな次元における共通の文化実践とその効果を明らかにすることを目指した
本研究の目的を、4年間の研究とその成果を通じて果たした。

研究成果の概要（英文）：This project aims to clarify the mechanisms of global production, 
distribution and consumption beyond the centre-periphery model in popular music and the new 
collective identity within it from the East Asian region, which has been positioned as the periphery
 of world popular music. The aim of this research was to clarify the common cultural practices and 
their effects in the global dimension beyond the national dimension by conducting a historical and 
empirical examination of the popular music spaces of Japan and Korea, which have been described as 
simple objects of "comparison" in the critical space of the past, from the aspect of "interaction" 
on a multilayered level. The study has fulfilled its aim through four years of research and its 
results.

研究分野： 文化社会学、メディア・大衆文化研究

キーワード： ポピュラー音楽　日韓　音楽産業　J-POP　K-POP
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を遂行することで、様々な差異と類似性が複雑に絡み合い、せめぎ合う日韓のポピュラー音楽の関係性
を、「日韓」「東アジア」「グローバル」の諸文脈で作用してきた過程を学術的に追究し、「グローバルに生
産・流通・消費されている日韓のポピュラー音楽空間のメカニズムは、ナショナル・ローカル・グローバルの諸
次元でどのように構築されてきたのか」を追究することで、東アジア地域の歴史からポピュラー音楽のグローバ
ルな歴史を書き換え、「日韓」をめぐる二国間的認識とまなざしのフレームを、世界文化史的な観点に転換させ
ることで、学術的および社会的インパクトを同時にもつ成果を発信することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

  様々な差異と類似性が複雑に絡み合い、せめぎ合う日韓のポピュラー音楽の関係性を、

「日韓」「東アジア」「グローバル」の諸文脈で作用してきた過程を学術的に追究するこの研

究課題の核心をなす学術的問いは、「グローバルに生産・流通・消費されている日韓のポピ

ュラー音楽空間のメカニズムは、ナショナル・ローカル・グローバルの諸次元でどのように

構築されてきたのか」であった。この問いは、（１）国家間の文化・社会的差異と音楽に関

する研究、（２）トランスナショナルな文化融合と東アジア地域の現代性に関する研究、（３）

グローバル化におけるポピュラー音楽の役割に関する研究といった次の三つを学術的背景

としている。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、戦後日韓におけるポピュラー音楽空間の融合と相互作用の過程を、音楽

（家）、産業、メディア、政策、法制度、学問、市場、消費様式の展開を通じて歴史的かつ

実証的に探ることによって、その生産・流通・消費のメカニズムの差異と類似性をナショナ

ル・ローカル・グローバルの次元で明らかにすることである。 

本研究の学術的な特色・独創性は、音楽社会学とメディア研究、カルチュラルスタディーズ

を横断する学際的アプローチから、ポピュラー音楽をめぐる学術的問いと社会的問い両方

に対して答えを出すことである。 

一つは、東アジア地域の歴史からポピュラー音楽のグローバルな歴史を書き換えることを

試みることである。本研究は、ポピュラー音楽における中心―周辺モデルを超えたグローバ

ルな生産・流通・消費のメカニズムとその中の新たな集団的アイデンティティを、これまで

世界ポピュラー音楽の周辺として位置付けられてきた東アジア地域から明らかにすること

を目指す。これは、J-POP や K-POP を代表とする東アジアのポピュラー音楽をめぐって世界

の市場と言論空間から出されてきた問いに対し、領域を横断する学術的検討をつうじて新

たな視座を与えることでもある。 

もう一つは、「日韓」をめぐる二国間的認識とまなざしのフレームを、世界文化史的な観点

に転換させることである。本研究は、これまでの批評空間において単純な「比較」の対象と

して語られてきた日韓のポピュラー音楽空間を、重層的な水準における「相互作用」との側

面から歴史的かつ実証的に検討することで、国家間の次元を超えたグローバルな次元にお

ける共通の文化実践とその効果を明らかにすることを目指す。それは、「日韓」、「（アメリカ

を含む）東アジア」、「グローバル」を貫きながら作用する合理性と関係性をつうじて、「日

韓」という問題そのものを再認識することにつながる。 

 

３．研究の方法 

 1945-1965 年、1965−1988 年、1988-2001 年、2001-2018 年の四つの時代に区分し、日韓の

ポピュラー音楽における音楽的・産業的・社会的合理性の差異と類似性を生み出した諸条件

と要素、主体とイデオロギーの作用を明らかにするために、テキストに表れるジャンル融合、

国家と地域、グローバルな水準で交錯する音楽・産業・社会の合理性、音楽家（生産主体）

とファンダム（消費主体）の関係、メディア環境による流通構造の変容などを分析した。そ



の上で本研究は、（１）日韓それぞれのナショナルな音楽空間、（２）日韓のトランスナショ

ナル音楽空間、（３）日韓を中心とする東アジアの音楽空間、（４）「日韓」を超えて拡張し

たグローバルな音楽空間としてのあり方と重層的な関係性を総合的に検討した「歴史化」と

「理論化」を通じて、学術的かつ社会的インパクトのある研究成果を発信することを目指し

た。 

 

４．研究成果 

 本研究は、テキストに表れるジャンル融合、国家と地域、グローバルな水準で交錯する音

楽・産業・社会の合理性、音楽家（生産主体）とファンダム（消費主体）の関係、メディア

環境による流通構造の変容などの分析を通じて、以下の作業を行なった。 

（１）戦後日韓におけるポピュラー音楽と社会、産業の合理性が生み出したそれぞれのナシ

ョナルな音楽空間はいかなるもので、その差異と類似性は何かを明らかにした。 

（２）戦後日韓のトランスナショナル音楽空間は、どのような人的交流とジャンル融合、メ

ディア利用、受容環境の変化をつうじて構築されたのかを明らかにした。 

（３）戦後東アジアの現代性の変容において、戦後日韓におけるポピュラー音楽空間がもつ

意味は何かを明らかにした。 

（４）日韓のポピュラー音楽空間の諸要素が、ポピュラー音楽のグローバルな生産・流通・

消費のメカニズムとどのように接合してきたのかを明らかにした。 

 その成果は、国内外における単行本と論文の出版、学会発表、共同研究を通じて発信され

ると同時に、国内外の多数のメディア、共同研究会、市民講座、招聘講演、政策研究書など

を通じて一般向けの知識・情報として活発に紹介され、学術インパクトだけではなく、社会

的インパクトの高い成果として共有された。また、これらの成果は、単著『日韓のポピュラ

ー音楽史』（慶應義塾大学出版会、2023 年度下半期刊行予定）によって集大成され、多言語

で国際的に発信される予定である。 
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